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　人ロの動き
一12月1日現在
男4，237（一4）
女4，315（一3）
計8，552（一7）
世帯数2，266（±0）

　（）は前月比較

児童らが町の木ブナを植林
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1
市
3
町
災
害
時
の
応
援
な
ど
を
確
立

｝

左から南雲川西町長、上田（奈良県）川西町長、柴生（兵庫県）川西市長、高橋（山形県）

川西町長

　
「
川
西
」
の
名
前
を
持
つ
一
市
三
町

が
、
も
っ
と
交
流
を
深
め
、
お
互
い
の

発
展
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
、
　
「
全
国

川
西
会
議
（
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
）
」
を

発
足
。
十
一
月
十
日
、
兵
庫
県
川
西
市

で
各
市
町
の
首
長
、
議
長
な
ど
関
係
者

が
集
ま
り
、
設
立
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
参
加
自
治
体
は
、
当
町
の
ほ
か
、
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
が
し
お
き
た
ま

庫
県
川
西
市
、
山
形
県
東
置
賜
郡
川
西

　
　
　
　
　
し
　
　
き

町
、
奈
良
県
磯
城
郡
川
西
町
の
一
市
三

町
で
す
。

　
阪
神
大
震
災
の
際
、
当
町
が
被
災
し

た
川
西
市
に
義
援
金
を
届
け
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
両
市
町
の
交
流
が
ス
タ
ー

ト
。
そ
の
後
山
形
県
と
奈
良
県
の
川
西

町
に
も
声
を
か
け
、
会
議
の
発
足
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
、
▼
四
市
町
の

い
ず
れ
か
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
き

は
、
応
援
体
制
を
取
る
▼
互
い
に
情
報

交
換
に
努
め
る
な
ど
を
柱
に
、
協
力
関

係
を
築
い
て
い
き
、
今
後
、
具
体
的
な

事
業
を
計
画
し
て
い
く
予
定
。
い
ず
れ

は
、
職
員
の
人
事
交
流
、
親
善
使
節
の

交
流
な
ど
も
検
討
し
、
お
互
い
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
歳
・
男
性
）

①
町
の
大
き
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

消
防
組
織
が
あ
る
。
春
・
秋
の
演
習
時

期
が
悪
い
の
で
変
え
て
ほ
し
い
。

②
千
手
温
泉
施
設
の
景
観
・
温
泉
の
効

能
・
駐
車
場
な
ど
が
町
民
に
わ
か
り
に

く
い
。
利
用
し
や
す
い
対
策
を
。

①
演
習
日
は
、
西
分
署
が
事
務
局
と
な

り
町
消
防
団
で
決
め
て
い
ま
す
。
ご
意

見
の
と
お
り
、
春
・
秋
い
ず
れ
も
農
繁

期
で
多
忙
な
時
期
に
あ
っ
て
、
団
員
に

と
っ
て
は
大
変
お
困
り
の
こ
と
と
察
せ
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鰍
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㎜
僕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
演

』－－

今年は5月25日に春の、9月28日に秋の消防

（
7
～
9
月
到
着
分
）

ら
れ
ま
す
。

　
近
々
開
催
さ
れ
る
町
消
防
団
幹
部
会

議
で
、
演
習
時
期
が
ず
ら
せ
な
い
か
審

議
す
る
よ
う
申
し
入
れ
て
あ
り
ま
す
。

後
日
、
西
分
署
か
ら
そ
の
結
果
が
出
し

だ
い
、
改
め
て
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

②
千
手
温
泉
は
、
旧
川
西
幼
稚
園
舎
の

跡
地
を
仮
設
で
利
用
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
十
分
な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
な
い

の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
た
だ
い
ま
温
泉
施

設
整
備
計
画
を
検
討
し
て
お
り
、
実
現

に
は
し
ば
ら
く
の
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
内
容
を
大

切
な
提
言
と
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
歳
・
男
性
）

①
町
の
西
側
・
山
際
に
ブ
ナ
を
植
え
た

遊
歩
道
を
十
～
十
五
年
計
画
で
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

②
遊
休
地
に
ケ
ナ
フ
を
栽
培
す
る
こ
と

の
調
査
・
研
究
を
し
て
は
ど
う
か
。

①
二
六
公
園
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

北
側
に
向
か
っ
た
山
際
に
、
平
成
九
年

度
～
十
一
年
度
の
三
か
年
で
約
三
ヘ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡
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　　　北陸地方　寒候期予報
　今冬（12～2月）の平均気温は、平年より高い可能性

が大きいでしょう。降雪量は平年より少ない見込みです。

　冬型の気圧配置は長続きせず、平年に比べて曇りや雪

の日が少ない見込みです。この期間の気温1よ平年より

高い見込みです。

　降水量は平年並の見込みで、降雪量は少ないでしょう。

　11月27日、総合センターで町除雪協力会が開催され、今冬の

除雪計画が決まりました。計画では、町道の1・2種除雪路線

を合わせて164路線、69．79キロメートルとなっています。

　道路除雪は昼夜を間いません。路上駐車がありますと、作業

の能率や交通の安全にも支障となりますので、夜間の路上駐車

はしないでください。また流雪溝などに雪を入れる投雪口（フ

タ）は、使用しない間は必ず閉めておいてください。

　なお、古峰神社前を通過する町道山野田下平線は、孫左衛門

橋たもとの合流点付近で一部除雪をしませんので、通り抜けで

きなくなります。ご注意ください。

除雪作業は昼夜を問いません

【お願い】

①除雪作業中は￥機械に絶対に近寄らないでください。

②道路上には駐車しないでください。

◎屋根の雪は路上に捨てないでください。交通事故の原因になり大変危険

　です。

④出入ロは、各戸で除雪してください。

◎消火栓など重要なものは、ハッキリと目印をつけてください。

◎雪の降らない時は消雪パイブの運転を止め￥節水・節電をしてください。

⑦雪捨て場について、地権者のご協力をお願いいたします。雪捨て場の確

　保ができないと、異常降雪時に交通止め期間が長くなることがあります。

◎ロータリー除雪車などにより投雪してはいけない所には、赤布などによ

　りはっきりと目印を設置してください。

◎豪雪の場合、除雪に時間がかかることがあります。ご了承ください。

⑩除雪についての連絡や相談は￥十日町士木事務所（盈57－5203）か、役場

　建設課（盈68－3111内線322）へ。

　
尽タ
ー
ル
に
ブ
ナ
を
中
心
と
し
た
広
葉
樹

を
植
え
る
計
画
を
し
て
お
り
、
今
年
は
、

約
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
ブ
ナ
の
苗
木
二

千
五
百
本
を
植
え
ま
し
た
。

　
将
来
は
、
遊
歩
道
な
ど
を
設
置
し
、

二
六
公
園
と
一
体
と
し
た
中
で
、
森
林

公
園
的
な
利
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

当
面
は
、
町
民
の
皆
様
に
よ
る
体
験
造

林
地
と
し
て
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

交
流
や
森
林
教
室
な
ど
で
利
用
し
、
ブ

ナ
を
守
り
育
て
て
い
く
計
画
と
し
て
い

ま
す
。

②
ケ
ナ
フ
に
つ
い
て
は
、
ア
オ
イ
科
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
属
の
植
物
で
、
木
の
皮
が

紙
の
原
料
に
な
り
、
良
質
な
紙
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
一
部
地
域
で
話
題
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
ケ
ナ
フ
の
栽
培
は

今
の
と
こ
ろ
何
の
計
画
は
な
い
も
の
の
、

今
後
、
調
査
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

町
有
地
に
プ
ナ
を
植
林
す
る
児
童
（
日
／
1
5
）

道
路
改
良
に
は
、
地
権
者
の
同
意

が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
歳
・
男
性
）

①
山
間
地
に
お
け
る
冬
季
間
の
緊
急
・

救
急
時
の
た
め
、
と
き
に
は
民
家
の
門

口
ま
で
車
両
が
近
づ
け
る
よ
う
な
生
活

道
路
の
整
備
を
願
い
た
い
。

①
貴
地
区
に
お
い
て
は
、
道
路
幅
員
が

狭
く
、
除
雪
に
は
大
変
苦
慮
し
て
い
る

路
線
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
改
良
整
備
を
し
、
工
事
の
計
画

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
部
地
権
者
の

同
意
が
得
ら
れ
ず
、
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
改
良
は
、
地
権
者
か
ら
大
切
な

土
地
を
譲
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
で

き
な
い
事
業
で
す
。

　
快
適
な
地
域
社
会
形
成
に
向
け
、
地

区
民
の
相
互
理
解
、
協
力
な
ど
、
全
員

で
話
し
合
い
、
地
区
と
し
て
ま
と
ま
れ

ば
、
必
ず
や
実
現
す
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
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道路除雪計画路線図①
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道路除雪計画路線図②
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中
條
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
表
彰

　
統
計
の
日
の
十
月
十
八
日
、
中
條
勝
　
　
　
こ
れ
は
、
北
陸
農
政
局
新
潟
統
計
情

さ
ん
（
岩
瀬
・
61
歳
）
に
農
林
水
産
大
　
　
報
事
務
所
（
農
林
水
産
省
）
が
実
施
す

臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
る
統
計
情
報
業
務
の
協
力
に
功
績
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
凝
　
　
卜

保
坂
さ
ん
（
上
町
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
大
臣
賞
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
，
…
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
個
人
で
体
育
功
労
賞
を
受
賞
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
は
、
町
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
中
越
地
区
社
会
体
育
研
究
協
議
会
の

，
．
窪
、
㎜
㎜
…
…
㈱
－
、
，
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
立
に
尽
力
。
四
十
三
年
か
ら
四
十
七

　
十
一
月
六
日
～
七
日
、
熊
本
県
で
全
　
　
年
ま
で
と
、
五
十
一
年
か
ら
五
十
三
年

国
体
育
指
導
員
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
　
　
ま
で
二
回
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

れ
、
席
上
、
当
町
の
保
坂
国
夫
さ
ん
　
　
　
ま
た
、
四
十
三
年
か
ら
五
十
一
年
に

（
6
9
歳
）
が
、
体
育
功
労
文
部
大
臣
賞
　
　
か
け
て
は
、
県
体
育
指
導
員
協
議
会
の

を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
　
　
初
代
理
事
長
に
、
五
十
一
年
か
ら
五
十

同
氏
が
長
い
間
、
町
を
は
じ
め
、
中
越
　
　
三
年
ま
で
は
同
会
副
会
長
に
就
任
。
県

地
区
、
県
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
　
　
全
体
の
組
織
作
り
に
大
き
く
貢
献
し
ま

献
し
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
　
　
し
た
。

『かわにし自満祭』

牧千恵子さんのピアノと立原摂子さんのヴァイオ

リンの演奏が聴衆を魅了した「中学校ピアノ開き

コンサート」

45演目の出し物に、聴衆も十分楽しんだ

民謡とおどりの祭典

▲脚本から演出まで町内の素人集団で実施した夢きゃら‘まん公演r繊」1

颪》
川
西
中
学
校
全
校
生
徒
に
よ
る

　
合
唱



水
品
さ
ん
が
県
知
事
表
彰

志田六日町社会保健事務所長（左）から

表彰を受ける水品さん

　
十
一
月
二
十
日
、
国
民
年
金
制
度
の

趣
旨
や
推
進
、
同
制
度
に
か
か
る
相
談

業
務
な
ど
、
国
民
年
金
委
員
と
し
て
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
水
品
節
さ
ん
（
三

領
・
6
7
歳
）
に
新
潟
県
知
事
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
水
品
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
二

月
か
ら
現
在
ま
で
十
七
年
間
、
県
国
民

年
金
委
員
と
し
て
お
骨
折
り
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

．
麟
麟
犠
纏
繕
、
，
墜
雛
羅
．
・
禰
継
灘

　
　
　
　
　
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た

　
　
艶
雛
騰
莱
、
里
、
・
、
プ
ラ
ン
◎

　
今
回
は
、
　
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク

レ
ス
整
備
構
想
」
が
、
十
日
町
圏
域
六

市
町
村
の
全
住
民
の
方
々
か
ら
か
か
わ

っ
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
て

ゆ
く
、
こ
ん
な
事
業
で
あ
る
こ
と
を
ご

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
こ
の
事

業
を
み
ん
な
で
一
緒
に
な
っ
て
作
っ
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

1
「
妻
有
郷
八
万
人
の

　
　
ス
テ
キ
発
見
」
（
仮
称
）

　
こ
れ
は
、
妻
有
郷
の
ス
テ
キ
（
自
然
、

人
、
食
、
行
事
な
ど
）
を
写
真
に
撮
っ

て
も
ら
い
コ
ン
テ
ス
ト
し
、
　
「
妻
有
郷

の
ス
テ
キ
」
を
圏
域
の
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
平

成
十
一
年
に
開
催
さ
れ
る
「
大
地
の
芸

術
祭
」
の
事
前
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
、

後
に
続
く
大
事
な
事
業
で
す
。
こ
の
事

業
の
か
か
わ
り
方
と
し
て
は
、

①
写
真
を
撮
っ
て
応
募
し
て
い
た
だ
く
。

②
実
行
委
員
会
に
参
加
し
、
企
画
や
運

　
営
な
ど
を
す
る
。

③
コ
ン
テ
ス
ト
の
商
品
と
な
る
も
の
を

　
提
供
し
て
い
た
だ
く
。

④
協
賛
い
た
だ
く
、
な
ど
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
の
知
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
作

り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
「
交
流
の
道
」

参加者自らが満足

コ
ン
サ
ー
ト
協
会
に
よ
る
演
奏

　
こ
れ
は
、
現
在
各
市
町
村
の
個
人
・

団
体
が
既
に
実
施
し
て
い
ま
す
「
花
い

っ
ぱ
い
運
動
」
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る

「
花
の
道
」
構
想
で
す
。
十
日
町
圏
域

に
家
の
玄
関
口
を
飾
っ
た
り
、
六
市
町

を
つ
な
ぐ
道
を
飾
っ
た
り
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
　
「
花
の
道
」
構
想
で
の

私
た
ち
の
か
か
わ
り
方
は
、

①
花
を
植
え
る
。

②
維
持
管
理
し
て
美
し
く
咲
か
せ
る
、

　
な
ど
。

　
現
在
の
「
花
い
っ
ぱ
い
」
を
更
に
拡

大
す
る
た
め
に
は
、
圏
域
を
自
分
の
庭

と
思
い
、
み
ん
な
か
ら
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

3
「
大
地
の
芸
術
祭
」

　
こ
れ
は
、
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

と
よ
ば
れ
、
三
年
に
一
度
、
国
際
芸
術

祭
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
運
営
に
は
実
行

委
員
会
が
当
た
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
期

間
は
、
お
よ
そ
二
か
月
間
に
及
ぶ
も
の

肉の大安売り、500パックが20分で完売

で
、
こ
の
か
か
わ
り
方
は
、

①
実
行
委
員
会
に
参
加
し
、
企
画
や
運

　
営
な
ど
を
す
る
。

②
ア
ー
チ
ス
ト
や
来
場
者
の
受
け
入
れ

　
な
ど
の
ほ
か
、
芸
術
祭
会
場
で
の
諸

　
々
の
作
業
を
す
る
。

③
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
す
る
。

④
来
場
者
受
け
入
れ
の
た
め
、
関
係
産

　
業
の
方
々
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し

　
て
い
た
だ
く
。

⑤
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
学
習
）
に

　
参
加
す
る
。

⑥
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
運
営
を

　
す
る
、
な
ど
で
す
。

4
「
自
然
体
験
型
ふ
れ
あ
い

　
　
文
化
施
設
（
ス
テ
ー
ジ
）
」

　
六
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
設
置
さ
れ
る

交
流
の
拠
点
と
な
り
、
　
「
大
地
の
芸
術

祭
」
の
メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
も
の

で
す
。
こ
こ
で
の
私
た
ち
の
か
か
わ
り

方
は
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
る

様
々
な
行
事
に
あ
り
ま
す
。
内
容
は
、

今
回
の
大
な
わ
と
ぴ
大
会
の
優
勝

記
録
は
百
三
回
で
し
た

①
行
事
に
参
加
す
る
。

②
行
事
を
自
ら
企
画
運
営
し
て
い
く
。

③
地
域
の
物
産
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業

　
を
す
る
。

④
体
験
教
室
を
開
催
す
る
。

⑤
施
設
や
公
園
な
ど
の
市
町
村
ス
テ
ー

　
ジ
全
体
の
計
画
作
り
に
参
加
す
る
、

　
な
ど
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
事
業
に
圏

域
の
全
員
か
ら
か
か
わ
っ
て
も
ら
い
、

圏
域
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
は
、

圏
域
の
住
民
だ
れ
し
も
が
「
妻
有
郷
ア

ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
の
主
役

で
あ
り
、
舞
台
の
裏
方
で
も
あ
る
の
で

す
。
圏
域
の
全
員
が
楽
し
み
、
そ
し
て

訪
れ
て
く
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
事
業
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画
振
興

課
企
画
振
興
係
（
暦
5
7
1
2
6
3
7
）

へ
。

⑫9．12．10
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長
い
あ
い
だ
勤
め
た
会
社
や

役
所
な
ど
を
退
職
し
た
人
で
、

現
在
、
国
保
に
加
入
し
、
厚
生

年
金
や
各
種
共
済
年
金
を
も
ら

つ
て
い
る
六
十
九
歳
以
下
の
人

と
そ
の
扶
養
家
族
は
、
退
職
者

医
療
制
度
に
よ
つ
て
診
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
●
ノO

l曳），
）＼1

o

へ
ー
、

　
　
　
（
〉

（
●
！

★
適
用
の
条
件

1
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

2
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な

　
い
人

3
厚
生
年
金
保
険
や
各
種
共
済
組
合
の

　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
こ
れ
ら

　
の
年
金
制
度
の
加
入
期
間
が
二
十
年

　
以
上
、
も
し
く
は
四
十
歳
以
後
の
加

　
入
期
間
が
十
年
以
上
あ
る
人

★
対
象
と
な
る
人

　
適
用
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

（
退
職
被
保
険
者
本
人
）
と
そ
の
扶
養

家
族
（
※
）

※
扶
養
家
族
の
範
囲
…
…
退
職
被
保
険

　
者
本
人
と
一
緒
に
暮
ら
し
、
主
と
し

　
て
退
職
被
保
険
者
本
人
の
収
入
に
よ

　
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
（
た

　
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
）

★
医
療
機
関
窓
ロ
で
の

　
支
払
い

◎
退
職
被
保
険
者
本
人
…
…
通
院
・
入

　
院
と
も
に
医
療
費
の
二
割

◎
扶
養
家
族
…
…
通
院
は
医
療
費
の
三

　
割
、
入
院
は
医
療
費
の
二
割

　
　
た
だ
し
、
入
院
時
食
事
代
、
外
来

　
時
の
薬
剤
は
別
途
負
担
が
あ
り
ま
す
。

★
適
用
に
な
る
日

　
退
職
者
医
療
制
度
の
資
格
は
、
年
金

受
給
権
が
発
生
し
た
日
又
は
国
保
に
加

入
し
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
有

効
と
な
り
ま
す
。

★
届
け
出

　
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、
十
四

日
以
内
に
役
場
住
民
課
窓
口
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
　
（
年
金
証
書
、
保
険
証
、

印
鑑
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
）

★
特
例
療
養
費

　
年
金
証
書
が
手
元
に
届
く
の
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
年
金
証

書
の
確
認
が
済
む
ま
で
は
、
一
般
国
保

の
保
険
証
で
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

一
部
負
担
金
を
三
割
支
払
っ
た
場
合
、

退
職
被
保
険
者
の
一
部
負
担
金
（
二
割
）

と
の
差
額
は
申
請
に
よ
り
払
い
戻
し
に

な
り
ま
す
。

★
保
険
税

　
退
職
被
保
険
者
と
そ
の
扶
養
家
族
の

保
険
税
の
計
算
方
法
は
、
一
般
の
国
保

の
被
保
険
者
の
保
険
税
の
場
合
と
同
じ

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
一
世
帯
に
一
般
の
国
保
の

被
保
険
者
と
退
職
被
保
険
者
が
混
在
し

て
い
る
場
合
の
保
険
税
は
、
合
算
し
た

額
が
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

★
制
度
の
適
用
を

　
受
け
な
く
な
る
場
合

1
老
人
保
健
法
に
よ
り
医
療
を
受
け
る

　
こ
と
に
な
っ
た
と
き
。

2
退
職
被
保
険
者
本
人
が
亡
く
な
っ
た

　
と
き
。

3
国
保
以
外
の
他
の
保
険
に
加
入
さ
れ

　
た
と
き
。

70

歳
以
上
の
方
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
適
用
さ
れ
ま
す

　
満
七
十
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
月
の

一
日
生
ま
れ
の
人
は
当
月
）
か
ら
、
「
老

人
保
健
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
　
（
寝
た
き
り
な
ど
の
お

年
寄
り
は
六
十
五
歳
以
上
か
ら
受
け
ら

れ
ま
す
。
）

★
届
け
出

　
適
用
と
な
る
月
の
前
月
末
に
、
対
象

者
あ
て
に
役
場
か
ら
通
知
し
ま
す
の
で
、

役
場
住
民
課
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受
給
者

証
を
交
付
し
ま
す
。

★
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は

　
保
険
証
と
医
療
受
給
者
証
の
両
方
の

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

★
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い

　
●
通
院
　
一
日
　
5
0
0
円
（
最
高

　
　
一
か
月
2
、
0
0
0
円
）

　
●
入
院
　
一
日
　
1
、
0
0
0
円
と

　
　
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
入
院
時
食
事
代
、
外
来

　
時
の
薬
剤
は
別
途
負
担
が
あ
り
ま
す
。

★
注
意
す
る
こ
と

　
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
が
変
っ

た
と
き
（
国
保
工
社
会
保
険
工
別
の
社

会
保
険
）
又
は
、
町
外
に
転
出
す
る
と

き
は
必
ず
役
場
住
民
課
窓
口
に
屈
け
出

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
住
民
課
国

保
係
（
盈
6
8
1
3
1
1
1
内
線
2
0
6
）

ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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川
西
町
へ
の
歩
み
⑳

岩
瀬
金
　
子
幸
作

　
吉
田
と
真
人
の
動
向

　
川
西
郷
六
か
町
村
の
首
脳
が
千
手
町

役
場
に
集
ま
り
、
合
併
に
つ
い
て
初
め

て
審
議
し
た
の
は
昭
和
二
十
九
年
三
月

二
十
日
で
、
小
千
谷
町
が
市
に
昇
格
し

て
か
ら
十
日
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
出

席
し
た
各
町
村
長
と
議
長
は
、
合
併
し

て
不
利
に
な
っ
て
は
と
い
う
思
惑
も
あ

っ
た
の
か
、
当
初
は
積
極
的
な
発
言
が

み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
初

会
議
を
と
お
し
て
は
っ
き
り
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ

は
、
川
西
郷
合
併
の
鍵
を
に
ぎ
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
て
い
た
吉
田
村
が
六
町
村

の
大
同
合
併
に
反
対
で
あ
る
こ
と
、
そ

れ
に
、
真
人
村
も
ま
た
、
ど
っ
ち
か
と

い
う
と
吉
田
村
と
同
様
な
気
配
を
も
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
た
吉
田
村
が

大
同
合
併
に
反
対
す
る
理
由
と
し
て
打

ち
出
し
た
の
は
次
の
三
点
で
あ
っ
た
。

　
①
経
済
的
に
八
割
以
上
が
十
日
町
に

依
存
し
て
い
る
こ
と
。

　
②
県
道
改
修
計
画
上
、
十
日
町
と
連

携
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
。

　
③
村
経
済
の
自
立
策
と
し
て
、
浅
ヶ

原
貯
水
池
周
辺
を
十
日
町
の
観
光
遊
園

地
に
指
定
す
る
こ
と
。

腹
の
さ
ぐ
り
合
い

　
川
西
郷
大
同
合
併
の
主
流
と
み
ら
れ

た
上
野
村
・
橘
村
の
両
村
は
、
最
初
か

ら
あ
ま
り
中
心
部
主
張
の
態
度
を
明
確

に
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
大
同
合
併
が

不
成
立
の
場
合
に
は
思
わ
ぬ
窮
地
に
追

い
こ
ま
れ
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
た
。

　
態
度
を
あ
い
ま
い
に
し
て
い
た
千
手

町
も
ま
た
、
国
鉄
固
定
資
産
税
間
題
と

関
連
し
て
、
上
野
村
、
橘
村
の
よ
う
な

財
政
に
恵
ま
れ
な
い
村
と
の
合
併
を
回

避
し
、
将
来
は
十
日
町
と
合
併
の
態
度

を
模
索
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
真
人
村
は
、
経
済
上
畜
産
関
係
で
提

携
し
て
ゆ
け
る
下
條
村
と
の
合
併
を
強

く
望
ん
で
お
り
、
こ
れ
に
岩
沢
村
を
加

え
て
三
か
村
の
合
併
、
も
し
く
は
橘
村

が
中
心
部
主
張
を
捨
て
る
な
ら
ば
、
橘

村
も
含
む
北
部
四
か
村
合
併
案
を
立
案

し
た
と
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
線
で
ゆ
く

と
上
野
村
が
完
全
に
浮
き
上
が
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
。
次
回
の
協
議
会
で

は
、
経
済
的
な
見
地
か
ら
吉
田
村
と
千

手
町
は
十
日
町
と
合
併
し
、
他
の
四
か

村
は
川
東
地
区
の
合
併
計
画
と
に
ら
み

合
わ
せ
て
第
二
案
に
落
ち
着
く
の
で
は

な
い
か
と
み
ら
れ
た
。

大
千
手
町
を
夢
見
る

　
三
月
二
十
八
日
、
千
手
町
議
会
は
、

昭
和
二
十
八
年
度
予
算
の
追
加
更
正
を

行
っ
た
後
、
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
協

上
野
（
左
）
と
橘
の
中
心
街

議
会
を
開
い
て
町
民
の
世
論
を
聞
く
こ

と
を
決
め
、
四
月
一
日
午
後
一
時
か
ら

役
場
に
お
い
て
公
聴
会
を
開
く
こ
と
に

し
て
関
係
者
の
出
席
方
を
手
配
し
た
。

　
公
聴
会
の
日
は
、
そ
の
前
日
（
昭
和

二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
）
に
十
日
町
、

中
條
村
、
川
治
村
、
六
箇
村
の
一
町
三

村
が
合
併
し
て
十
日
町
市
が
誕
生
し
た

こ
と
か
ら
、
こ
ん
ど
は
川
西
に
大
千
手

町
の
実
現
を
夢
見
て
、
町
議
会
議
員
、

嘱
託
員
、
役
職
員
、
各
種
団
体
長
ら
が

活
発
な
意
見
を
戦
わ
せ
た
。

強
気
の
上
野
・
橘
村

　
四
月
九
日
、
信
濃
川
を
は
さ
む
北
部

五
か
村
の
合
併
に
関
す
る
会
議
は
、
下

條
村
長
の
招
請
に
よ
っ
て
下
條
村
役
場

で
開
か
れ
た
。
真
人
村
は
、
旧
制
小
千

谷
中
学
校
出
身
者
が
指
導
層
に
多
い
関

係
上
、
川
東
地
区
と
合
併
し
て
遠
隔
地

と
な
る
よ
り
は
、
小
千
谷
市
と
合
併
し

た
方
が
西
部
県
道
改
修
、
観
光
地
等
の

間
題
も
か
ら
ん
で
有
利
だ
と
す
る
声
が

高
ま
っ
て
い
た
。
岩
沢
村
も
、
一
部
こ

の
案
に
同
調
す
る
動
き
が
あ
り
、
目
下

情
勢
判
断
に
苦
慮
し
て
い
る
形
で
あ
っ

た
。
上
野
村
、
橘
村
、
下
條
村
は
、
当

然
合
併
の
方
向
に
話
が
進
ん
で
ゆ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
が
、
川

西
合
併
の
中
心
部
を
夢
見
る
上
野
村
、

橘
村
は
、
依
然
強
気
で
あ
り
、
年
内
の

一
次
合
併
は
困
難
と
み
ら
れ
た
。

合
併
案
を
県
へ
答
申

　
四
月
十
四
日
、
中
魚
沼
郡
町
村
合
併

促
進
委
員
会
は
、
県
自
治
課
か
ら
の
要

請
を
う
け
て
、
合
併
案
の
成
案
を
得
る

た
め
に
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
町

村
を
委
員
が
手
分
け
し
て
た
ず
ね
て
実

情
を
打
診
し
、
中
魚
沼
地
方
事
務
所
で

開
か
れ
た
第
五
次
合
併
委
員
会
で
次
の

合
併
案
を
答
申
し
た
。

　
①
津
南
地
区
　
下
船
渡
村
　
中
深
見

村
　
秋
成
村
　
芦
ヶ
崎
村
　
上
郷
村

外
丸
村
の
六
か
村
を
合
併
。

　
②
中
部
地
区
　
田
沢
村
　
水
沢
村

倉
俣
村
　
貝
野
村
の
四
か
村
を
合
併
。

　
③
川
西
地
区
　
千
手
町
　
吉
田
村

上
野
村
　
仙
田
村
の
一
町
三
村
合
併
。

　
④
北
部
地
区
　
真
人
村
　
橘
村
　
岩

沢
村
　
下
條
村
の
四
か
村
を
合
併
。

川
西
郷
合
併
は
不
可
能

　
六
月
二
十
九
日
、
千
手
町
と
上
野
村

の
首
脳
部
は
、
千
手
町
役
場
に
お
い
て

合
同
協
議
を
し
た
。
こ
の
日
は
、
こ
れ

ま
で
の
川
西
合
併
に
つ
い
て
諸
情
勢
の

検
討
が
行
わ
れ
た
が
、
千
手
町
長
、
上

野
村
長
と
も
か
な
り
明
確
な
意
見
交
換

を
し
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
こ
と
が
両

町
村
長
の
構
想
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。

　
①
現
段
階
で
は
、
川
西
郷
の
大
同
合

併
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
②
吉
田
村
と
橘
村
の
態
度
は
、
ま
だ

判
然
と
し
て
い
な
い
。

　
③
千
手
町
と
上
野
村
が
先
ず
合
併
す

る
態
度
を
決
定
し
、
吉
田
村
と
橘
村
に

合
併
を
呼
び
か
け
る
。

　
④
こ
の
構
想
に
、
吉
田
村
と
橘
村
が

参
加
し
な
い
場
合
は
、
千
手
町
と
上
野

村
は
そ
ろ
っ
て
十
日
町
市
と
合
併
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
者
が
多
い
。

　
仙
田
村
で
は
、
こ
の
発
表
に
先
だ
っ

て
川
西
各
町
村
を
歴
訪
し
、
同
村
の
将

来
性
か
ら
川
西
郷
の
大
同
合
併
を
希
望

す
る
と
伝
え
て
お
り
、
橘
村
も
こ
れ
に

賛
成
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
七
月
十
日
、
川
西
郷
大
同
合
併
の
鍵

を
に
ぎ
る
千
手
町
で
は
、
十
日
町
市
に

合
併
の
動
き
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
吉

田
村
の
議
会
議
員
を
招
き
、
同
町
公
民

館
で
初
の
合
併
懇
談
会
を
行
っ
た
。

　
引
用
　
　
「
新
潟
県
市
町
村
合
併
誌
」
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北
越
急
行
社
員
募
集

●
募
集
職
種

　
土
木
技
術
　
　
（
鉄
道
施
設
な
ど
の
保

　
　
　
　
　
　
　
守
・
管
理
業
務
）

●
募
集
人
員
　
2
人
て
い
ど

●
募
集
期
間
　
平
成
9
年
1
2
月
1
5
日
～

　
　
　
　
　
　
　
平
成
1
0
年
1
月
1
9
日

●
入
社
時
期
　
平
成
1
0
年
4
月
1
日

●
勤
務
地
　
松
代
工
務
区

　
　
　
　
　
　
（
東
頚
城
郡
松
代
町
）

葛
き
　
　
　
　
駿
禽

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
蓄
き
き
匙

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
り
　
　
　
　
さ

小
林
璃
咲

　
　
　
し
ょ
ヤ
つ
　
け
い

佐
藤
翔
圭

古
川

春
日

は
や
て
颯

あ
　
　
　
み

亜
美

勝
茂

ま
ゆ
み

　
剛

紀一由真康

子生美哉子

中
仙
田

発
電
所
通
東

仁
　
　
田

中
島
町

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　　　山茂金相
田野沢馬

フ申康伸
ジ

エ吾子幸

十室十木
日　　日

町島町落
市　 か
　　ら

●
募
集
要
項

　
詳
し
い
募
集
要
項
は
、
北
越
急
行
総

　
務
課
へ
8
0
円
切
手
を
添
え
て
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。
　
（
沿
線
地
域
の
職

　
業
安
定
所
に
も
あ
り
ま
す
）

※
間
い
合
わ
せ
先

　
〒
9
4
9
1
6
6

　
南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
六
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
7
番
地
2

　
北
越
急
行
㈱
　
総
務
部
総
務
課

　
　
奮
0
2
5
7
1
7
0
－
2
8
2
0

　　　　昇樋太高永
天口田橋井
1
ご小　美政
め百　　、
い合明織浩
福＋田坪木
を日中
祈町町山落
　市　 か

る　　　ら

江平高中高清
口野橋村崎水

正
文
8
6

ト
ノ
紡

タ
ケ
79

美
枝
6
9

稔
6
5

正
則
3
9

ハ　 ノヘ　 ノヘ　 ノヘ　 ノヘ　 ノヘ

正　　茂正正
　稔満
則　　 一弘文
）　 ）　 ）　 ）　 ）　）

難伊坪寝上
田茜友山町町

（
1
1
月
1
日
～
3
0
日
届
け
出
分
）

「
N
H
K
海
外
た
す
け
あ
い
」

　
海
外
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
援
助
の

手
を
差
し
の
べ
る
「
N
H
K
海
外
た
す

け
あ
い
」
が
、
1
2
月
2
5
日
ま
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
義
援
金
の
受
付
窓
口
は
全
国
の
郵
便

局
、
都
市
・
地
方
銀
行
を
始
め
と
す
る

　
　
に
ご
協
力
を

各
金
融
機
関
、
農
協
、
N
H
K
各
放
送

局
、
日
本
赤
十
字
本
社
・
支
部
、
赤
十

字
の
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で
す
。

　
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

手
打
ち
そ
ば
に
舌
鼓

　
十
一
月
二
十
三
日
、
木
落
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー
で
、
　
「
秋
遊
の
も
く
ら
ぞ
っ

き
〈
二
打
席
目
〉
」
と
銘
打
っ
た
収
穫

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
木

落
集
落
で
取
れ
た
そ
ば
を
、
自
分
た
ち

で
打
っ
て
、
み
ん
な
で
食
べ
て
楽
し
も

う
と
い
う
企
画
。

　
こ
の
催
し
は
、
地
域
の
生
産
組
合
と

　
　
　
　
そ
　
ば

有
志
が
「
蕎
麦
づ
く
り
な
い
と
く
ら
ぶ
」

と
い
う
実
行
組
織
を
編
成
。
木
落
生
産

組
合
が
転
作
田
で
栽
培
し
た
お
よ
そ
一

・
五
診
の
そ
ば
の
中
か
ら
賄
わ
れ
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど

が
、
手
打
ち
の
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。

　
　
　
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
意

福
祉
に

桑
原

一
般
寄
付

匿
名

家
族
連
れ
や
仲
間
同
士
で
、
多
く
の
人
た
ち

が
、
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た

（
敬
称
略
V

要
雄
（
室
島
）
十
万
円

希
望

四
万
円

　
　
　
　
　
訂
　
正

◎
1
1
月
1
0
日
号
広
報
か
わ
に
し
「
滋
野

一
郎
さ
ん
秋
の
叙
勲
で
栄
誉
」
で
、
議

会
議
員
歴
3
8
年
4
か
月
が
3
5
年
2
か
月

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ

び
い
た
し
ま
す
。

◎
n
月
2
0
日
号
広
報
か
わ
に
し
お
知
ら

円
・
2
5
幹
線
町
通
で

認
童
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繍

　
　
　
葉

で
言
ま
合

12月11日（木）～31日（水）

飲酒運転　絶対しないが

せ
版
「
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
、

12
月
2
5
日
国
保
診
療
所
エ
コ
i
検
査
は
、

実
施
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
訂
正
い
た

し
ま
す
。



　
　
表
紙
の
写
真

　
十
一
月
十
五
日
、
町
で
は
、
千
手
角

万
寺
ス
キ
ー
場
北
側
に
あ
る
町
有
地
で
、

　
「
森
や
林
の
緑
に
対
し
て
認
識
を
深
め

て
も
ら
お
う
」
と
、
森
林
体
験
学
習
（
教

室
）
を
開
催
。
上
野
小
児
童
や
仙
田
小

児
童
、
父
兄
ら
お
よ
そ
百
人
の
手
に
よ

っ
て
、
ブ
ナ
の
苗
木
三
百
本
が
植
林
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
場
所
は
、
旧
巣
鴨
信
用
金
庫
の

保
養
地
に
当
て
ら
れ
て
い
た
所
で
、
お

よ
そ
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。
　
「
町

の
た
め
に
生
か
せ
る
施
設
に
し
た
い
」

と
い
う
意
向
か
ら
、
今
年
は
、
お
よ
そ

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
二
千
五
百
本
）
の
ブ

ナ
を
植
林
す
る
計
画
を
し
て
お
り
、
こ

の
日
は
、
今
年
の
仕
上
げ
分
が
植
林
さ

れ
ま
し
た
。
残
り
の
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

つ
い
て
も
、
来
年
度
以
降
、
同
規
模
で

植
林
を
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
植
林
作
業
後
、
昼
食
に

用
意
さ
れ
た
森
林
汁
に
舌
鼓
を
打
っ
た

あ
と
、
午
後
か
ら
は
森
林
の
し
く
み
や

森
林
が
生
む
キ
ノ
コ
の
生
態
な
ど
を
学

び
、
認
識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

●休日救急医

12月14日山口医院（袋町中）

　　　　魯52－2174
　21日第二藤巻医院（上　野）

　　　　盈　68－2018

　23日大熊内科医院（山本町）

　　　　費　52－7066

　28日至誠堂医院（西浦西）

　　　　a　52－3276

　　〃　中条病院（中条）

　　　　8　57－3018

　29日庭野医院（寿町）
　　　　奮　52－2711

　30日田中外科医院（田中町）

　　　　8　52－2403

　31日大島医院（川原町）

　　　　a52－2957
1月1日山口医院（下条）

　　　　奮　55－2003

　　2日富田医院（神明町）

　　　　a　52－3269

　　3日　田中外科医院（田中町）

　　　　費　52－2，403

　　4日第二藤巻医院（上　野）

　　　　奮　68－2018．

　　〃中条病院（中条）

　　　　8　57－3018
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澄
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い
も
持
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八
王
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松
浦
　
サ
ク

カ
レ
ン
ダ
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丸
め
て
配
る
歳
暮
か
な
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倉
　
斎
木
　
和
人

分
け
て
や
る
丹
精
こ
め
し
菊
の
花

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
　
保
一

野
仏
に
布
を
掛
け
や
る
霜
の
朝
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小
林
　
　
哲

狛
犬
に
社
の
屋
根
に
落
ち
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

児
等
二
人
同
じ
落
葉
を
拾
い
を
り

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

ま
づ
拝
み
宮
居
の
落
葉
掃
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

落
ち
葉
焚
く
煙
り
に
空
の
深
ま
り
て
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。
や
り
と
り
遊
び
を

　
　
　
　
　
　
　
　
楽
し
み
ま
し
ょ
う
”

遊
び
は
子
供
に
と
っ
て
生
活
そ
の
も

の
で
、
運
動
面
・
情
緒
面
・
こ
と
ば
・

社
会
性
の
発
達
が
な
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
日
常
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
い
く
つ

か
の
遊
び
を
紹
介
し
ま
す
。

☆
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ

　
ほ
お
ず
り
し
た
り
、
く
す
ぐ
っ
た
り

手
足
に
さ
わ
っ
た
り
し
て
み
ま
す
。
何

で
も
ロ
ヘ
も
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
危

険
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
大
い
に
や

ら
せ
ま
し
ょ
う
。
寝
か
せ
て
ば
か
り
で

な
く
、
お
ん
ぶ
や
抱
っ
こ
で
戸
外
の
散

歩
を
楽
し
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
7
カ
月
こ
ろ
か
ら

紙
”
テ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
つ
か
ん
で

　
出
さ
せ
た
り
、
新
聞
紙
を
破
い
た
り

　
イ
ナ
イ
イ
ナ
イ
バ
ー
を
し
た
り
。

水
”
手
で
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
、
茶
わ
ん
な

　
ど
で
水
を
す
く
っ
た
り
。

豆
．
マ
カ
ロ
ニ
ー
さ
わ
ら
せ
た
り
、
握

　
ら
せ
た
り
、
空
き
缶
の
中
に
入
れ
た

　
り
出
し
た
り
（
口
に
入
れ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
）

☆
1
才
の
こ
ろ
か
ら

　
大
人
の
し
ぐ
さ
を
盛
ん
に
ま
ね
し
ま

す
の
で
、
子
供
の
手
を
と
っ
て
あ
げ
る

か
、
向
い
合
っ
て
ま
ね
し
や
す
い
よ
う

に
し
、
手
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

「
上
り
目
下
り
目
」
　
「
一
本
橋
コ
チ
ョ

コ
チ
ョ
」
　
「
大
き
な
大
鼓
」
　
「
げ
ん
こ

麹
7

＼
施

滋
ジ

，
～
＼
＼
、

！1

諏～ノ、

壷1
』■幽』、

つ
山
の
た
ぬ
き
さ
ん
」
な
ど
。

　
「
高
い
高
い
」
や
抱
っ
こ
し
て
グ
ル

グ
ル
、
毛
布
ブ
ラ
ン
コ
、
段
ボ
ー
ル
箱

に
ひ
も
を
つ
け
て
引
っ
ぱ
る
箱
車
な
ど

身
体
を
つ
か
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊

び
も
、
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま

す
。
　
笑
っ
た
り
、
催
促
し
た
り
し
て
く
れ

る
よ
う
な
ら
も
う
一
回
や
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
恐
が
る
よ
う
な
ら
、
抱
っ
こ

し
て
安
心
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
親
子
で
楽
し
ん
で
遊
ん
で

も
ら
お
う
と
、
月
一
回
「
す
く
す
く
教

室
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
1
2
月
は
2
4
日

㈱
午
前
9
時
3
0
分
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
会

で
す
。
保
育
園
入
園
前
の
方
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
下
さ
い
。

臨09．12．10
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▲町長賞　　「朝もや」

　寺尾酒井一夫さん
、
灘

｝

苫
　
糊

▲観光協会賞　　「冬の朝」

　高原田茂野誠一郎さん

》
自
満
祭
特
別
賞

　
　
「
ル
ー
ト
2
5
2
秋
」

　
　
十
日
町
市
中
条
健

さ
ん

’
　
ノ

一
ぶ
な
林
散
策
」

　
　
高
原
田
黒
島
善
助
さ
ん

［
瑞
穂
の
国
の
住
人
」

　
　
山
野
田
宮
正

朗
さ
ん

「
霧
の
朝
」

　
　
木
島
南
雲
幸
男
さ
ん

（
ち
い
さ
な
展
覧
会
1
月
号
は

　
　
　
　
　
　
仙
田
小
学
校
で
す
）

9・12・10⑫

一
農
夫
」

　
　
中
央
町

羽
鳥
宏
史
さ
ん

－
2
5
2
号
」

　
　
高
原
田
茂
野
孝
志
さ
ん


